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「高い志、深 い配慮」 を

医学科第三十期生九 卜六名の皆さん、この 「三十

期」 という大学にとっても節 目の時期での医学士学

位記取得(以 後教育の節 目ということで卒業 という

言葉を使います)、 本当におめでとう。私 も、遡 る
こと三十年前、初代学長の山田守英先生から、皆さ

んと同じこの体育館で卒業証書を頂いたのを鮮明に

記憶 しています。並びに看護学科第九期生七十名の

皆さん、看護学十の学位取得、ご卒業おめで とう。

卒業生の皆さんはもとより、ご父母の皆様にとって
も、感慨は一入 と思い、重ねてお祝いを申しヒげま

す。

ご承知の通 り旭川医科大学は、「医師不足解消」

をスローガンにした 「一県一医大構想」に基づき、

今から35年前の昭和48年 に誕生 しました。既に医師

不足が叫ばれ始めていたこともあり、本学の開校は、

地域医療の未来にとって極めて明るいニュースであ

り、道民の期待を一身に受けておりました。

しかしながら、今から10年程前には、逆に 「医師

過剰論」がまことしやかに登場したのです。当時は、
10年後には1万5千 人の医師過剰、30年 後には2万

6千 人の医師過剰 となる とまで言われてお りまし

た。 ところが現実はどうでしょうか。あれから10年

後の現在、医師不足は逆に深刻さを増 しております。

特に平成16年 度以降、新たな臨床研修制度がスター
トしたことで、大学に残って研修を続ける医師の数

が激減し、地方の医師不足は極めて大 きな問題 とな

っています。道内も至る所で診療科の休診が相次ぎ、

閉鎖に追い込まれる病院も後を絶ちません。10年 前
の予測は明らかに誤 りでした。

そして今、看護師も不足しています。入院患者7

人に1人 の看護師が担当する、いわゆる7:1看 護

体制を、国が理想の看護体制であると推奨 して以来、

看護師のニーズは一気に高ま り、看護師不足は全国

的に深刻な問題 となっています。旭川医科大学病院

においても、看護師不足は依然続いております。こ

のような医師不足 ・看護師不足 という厳 しい状況の

なかで、地域の医療をいかに守るか、 これが喫緊の

大きな課題 となっています。
この様な状況の中で、今、本学の果たす役割が、

すなわち、卒業生の医師、看護師の皆さんの果たす

役割が益々重要になって来ました。皆さんは期待さ
れているのです。医療人は、期待されればされるほ

ど、益々力が出るものです。 どうか、今のこの状況

をチャソスと捉え、「旭川医科大学の卒業生」 とし

て、国民の期待に応えるよう、それぞれの職場で全

力を尽 くして ドさい。それが、皆さんに課せ られた

使命です。

旭川医科大学は、皆さんの卒業後 も勿論、皆さん

旭川医科大学長 吉 田 晃 敏

に最人限の支援をします。皆さんの中で、本学で医

師の初期研修を行う方に対 しては、2年 間、月額20

万円を貸与 し、将来、地域の病院に2年 間勤務を行

った場合は返還を免除する制度、「出口の改革」を

来月からスター トさせます。また、本学の教育理念
である 「地域医療に根ざした医療 ・福祉の向上に貢

献する医療者を育てる」に基づき、本学では、北海

道で頑張る医師を育てようと、皆 さんの後輩達に対

し、国公立大学では初めての入学試験の 「地域枠」
を定員の50パ ーセソ トまで引き上げる、大学の 「入

口の改革」を断行 しました。

さらに、本学病院に勤務する看護職などのコメデ

ィカルに対 しては、学外での研修費を全額、大学が

支給する優遇策を、学長就任後間もない昨年7月 か

ら導入しました。これは、国立大学病院では例がな
い優遇策です。

今回打ち出した制度改革を通じ、北海道の地域医

療に取 り組む医師 ・看護師は我々が責任を持って育
ててい くのだという強烈なメッセージを、内外へ示

すことが出来たと考えてお ります。

さて、今、大人の見識、親の見識、など 「見識」

という言葉が、注 目されています。医師不足、医療

格差拡大、地域医療崩壊 という現状の中で、「我々

医療人に望まれている見識」とは、「高い志、深い

配慮」だと、私は思っています。「高い志、深い配

慮」。志を高 く、高 く持 って、患者さんのため、医
学のため、看護学のため、頑張 って下さい。人生は、
一回きりです。皆さんは、今、非常に厳 しい環境の

中にあっても、先程述べた様に、大きな期待を受け

て、逆に、非常に、非常に恵まれたチャンスを掴ん

でいることに早 く気づいて下 さい。私は、「志の高

さが、卒業後の皆さんの将来を決める」 と思ってい

ます。また、我 々医療人には、患者さんとその家族

に対 して、「深い配慮」が必要です。さらに皆さん

の回 りにいる仲間達にも、深い配慮が必要です。私

は、「配慮の深さが、医療人 としての皆 さんの価値

を更に高める」もの と信じています。

私は学長 として、皆さんが学んだここ旭川医科大

学を、皆さんが益 々誇れるような人学へと飛躍させ
ていきたいと思っております。皆さんも是非、次の
一歩を踏み出す医学 ・医療の実践の場において、志

を高 く、そして深い配慮を忘れない医療人に成長さ

れることを期待しております。母校に残 られる方々

とは、共に母校の改革を行いましょう。 この度母校

を出られる方々とも、近い将来、改革後の母校で共

に働 くことを、心から待ち望んでいます。出来るこ

とは、いつでもお手伝いします。

皆さんの今後のご活躍を、心から願っています。
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医学科第30期 生を送るにあた って

医学科第30期 生の皆 さん、卒業おめで とうござい

ます。

医師 にな るとい う強 いこころざ しをもって入学 し、

それを今日まで持続 して医学 ・医療 に関 する知識 ・

技術のみな らず、人格の陶冶な ど多 くの ことを清新

の気風あふれる旭川医科大学 で学 ばれた ことと思 い

ます。 まず、皆 さんの これ までの研鍛 とその成果 を

賞賛す るとともに、輝か しい未来を心 か ら祝福 した

い と思い ます。旭川医科 大学 の卒業生 であるこ とを

誇 りにし、 また、 この大学 が一生の心の拠 り所 とな

りうることを願 っています。

皆 さんの 大多数は、今後、臨床医 として医療の第

一一線で活躍 するこ とにな ろうか と思 い ます
。 自立 し

た医師 となるには 、卒業後の研修 が極めて重要であ

ることはい うまで もあ りません。特 に、研修初期 に

は、技術の習得に ・生懸 命にな りが らです。しか し、

医療 にはおそ らくIr解 はな く、与 え られた条件か ら

最 善の答えを出す こ とが求め られ ます。従 って、 も

っ とも重要なのは、眼の前にいる患 者 さんの病態 を

どうとらえ、その原因は何であるの か、 また どの よ

うに対処す るのがベ ス トなの かをシステマテ ックに

考え られるようにな ることです。医学 ・医療 は 日進

月歩 であ り、 皆 さんは医学 知識 や医療 技術 を リニ

コーアルす るために、生涯 かけて研鍛 に励 まなけれ

ばな りません。何時において も白ら学ぶ姿勢 と考 え

る習慣 を酒養す ることが大 切です。一方、医学研究

の道 を志す ものは、知的好奇心 をばね としなが らも、

常に人間社会のあ りようと人類の 未来を 見据 えた高

い見識 が求め られ ます。

いずれの道に進むに して も、自分の将来 の青写真

を 早めに描 き、優 れた医 師の仲 間や いい メン ター

(師)に 出会 うことです。 そういう出会いが、 君た

ちを成長 させて くれる もの と信 じてい ます。志 を高

くし、 それ ぞ れ の 分野 で一 流 に な って ほ しい。

医学科第6学 年担当 藤 枝 憲 二

やす きに流れず、初心 を大 切に して、迷 いが生 じた

時は原点に立 ち戻 る ことです。常 に前を向 き、頑張

ってほ しい と思います。

外由滋比古 氏は、 その著書1思 考の整理学」のな

かで 、「人間には グラ イダー能 力(受 動的 な知識 を

得 る)と 飛そ」機能 力(白 分 で もσ)ごとを発明、 発見

す る)が あ り、両著 は ・人の 人間のなか に同居 して

い る」と述べて い ます。学校 は、えて して グラ イダー

人間を作 るのには適 しているが、飛そ」機 人間を育て

る努 力はほんのわず か しか して いない。 自らの努 力

に よ りグラ イダー を卒業 して、是非 とも飛行機 人間

となる よう研鑛 して いって ほしい。

今、 日本の医療 シ ステムは、いわゆるア メリカン

ス タンダー ドの導 入によって、混乱の極 みにあ りま

す。 すでにパ ン ドラの箱は開け られて、 どの方向に

向かって行 くの か定 かではあ りません。渦 中にあ る

皆 さんが積極的 に 口本の医療制 度の有 り様 を論 じる

必 要がある と思 い ます。 また、医師は 「選 ばれた も

のが担 う職業1と され、それ らには 「崇高な精 神的

義務(NoblesOblige、 ノブ レス ・オブ リ…ジ ェ)」

が伴 うとされ てい ます。皆 さんは、医師 として医療

を実践 するな かで、崇高な精神的義務 とは何 かを 考

えていただ きた い。

最後 に、皆 さんが社会に出た時、必 ず しも平坦で

容 易な道だけではな く、学 生時 代には体験 した こ と

のない様 々な困難 ・制約 に直面 し、悩む こ とがあ る

か もしれ ませ ん。6年 間一緒 に生活 した とい う30期

生の強 い結びつ きを生涯 にわたって維持 し、絆 を さ

らに強 くして難局に直面 した時 には是非 とも一一緒 に

乗 り越 えてい って下 さい。卒業式 も開 かれず、学園

紛 争を巡 る路線の違 いで、 しば ら くは同一歩調 を と

れ なか った団塊 の 世代の 先輩 か らのア ドバ イスで

す。

(小児科学講座 教授)
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看護学科第9期 生を送るにあたって

看護学科第4学年担当1最 部 ユ カ リ

看護学 科第9期 生ぐノ)皆さん、卒業おめで とうご ざ

い ます、,4年 前、この 「か ぐらおか」で皆 さんに、

理論 に基づ いた知識 と技術を体系的に学 び、それを

石護実践 とLて 表現で きる能 ノノを養 うこと、そ して

豊かな人間性 を育むため教養 を深め ることを期待 す

る と述べ ま した。 これ らを皆 さんは身につけて きた

ことと思 い ます。

しか し、 ドlfrイと共に 白分σ)知識 ・技 術が どの くら

い社会で通用す るか、 どれだけ教養は深ま一)たの か

不安 に思 一・て いるこ とと思い ます。 いえ、 む しろTζ

安 に思わ ない方が才5カ・しい と思います。とい うσ)は、

この 人学生活の中で 看護学 の広 大さ深 さ難 しさやそ

れ と同 じように他の学 問の深遠 さに気がついて いる

はずだか らです。 これ を身 を もって知るこ とが 大学

で看護学 を学 ぶ意義のひ とつです。 国家試験 合格は

看護 系人学の教育の 目的ではあ りません。 目標の ひ

とつに過 ざないのです。皆 さんは、 これか ら看護学

を学 び、教養を深め てい くスター トラ インに着 く資

格を得たに過 ぎません。

学ぶ ことの 大切 さは どんな職 業の 人にも言 えるこ

とですが、特 に医学や看護学 な どを専攻 し医療 に携

わ ・・てい く者は 、 ・生学 び続 け 自らの能力 を高めて

い くことを約束 した 人間 といえるの です。

また、 社会人にな るとあた りまえですが立場の転

換がおこ ります。 これ までは 大学生 とはい え、教育

を受 ける、ン:場で した。 サー ビ ス受給 者と言い換えて

も良いで し ょう。権 利は保障 され、 、ン1場は保護 され

て いました。 しか し、 社会 人 として看護職 に就いた

その 日か ら、 看護 とい うサー ビスを提供す る側にな

るのです。 私は、看護 や医療 を提供す る者は、専門

職 であ ると同時 にサービ ス職 で もあ る と考 えてい ま

す、。専 門的で相fの 立場 に立 った看護 とい うサー ビ

スをいかに心地 よ く受 けて もらえるように提供す る

か を 口々考 える こ とが必 要に な ります、,そこでは

自分の権利を主張 する ことよりも、 まず相手の権利

を尊重 し、守 ることが優 先 され ます,,

さて最近 は、マ スメデ ィアでモ ンス クーペ イシェ

ン トと表現 されている人 も出現 してい ると昌われ、

人 との コ ミュニ ケ・一シ ョンが以 前に比べて難 しくな

って きてい る時 代 が医療現場 に も反1映され てい ま

す。保健 ・医療の現場は時代や社会、政策の影響 を

直接的に受 けてい ます。その例は地方 の医師 不足、

看護師 不足、病院の縮・」い 閉鎖 、 介護 難民 、長期療

養病床での胃痩造設患者の急増 な ど枚 挙に暇 がない

くらいです。 その ような現場に 立ち、社会の動 きを

見据 えなが ら、 どう考え何 を学 び、 どう生 きて い く

のか、皆 さんには 大 きな責任 と期待がかけ られてい

ます。 ぜひすば らしい看護職者、信頼 で きる人にな

って欲 しい と思 います。

そのためには、 周囲に流 された り、強 い人のア ジ

テー シ ョンに左 右 され ることの無 い よう自分の 考え

をしっか りもつこ と、 自分の考えを裏付け るために

議論 を した り、 いろいろな 人の意:見を積極1杓に聞い

た り、自分で調べ るこ とも必要で し ょう。一一通の メ・一

ルの真偽 を ト分確 かめなか ったために 自分だけでは

な く党 首まで も失脚 させ る ことにな ったN議 員の よ

うにはな らないで欲 しい ものです。

越 えなければな らないlilはい くつかあ りますが、

ill登りには楽 しさもあ り、その先に新 たな地'1λが開

けてい るの は確 かな こ とで す、,白身の この4年 間の

成長 を思 うとき、将 来の成長を確信で きるこ とと思

い ます。 また将来、 もう一度大学 で学びたい と思っ

た ときは どうぞ母 校の大 学院 を思 い出 して くだ さ

い。 来年度 か らはがん専門看護 師コー スが設立 され

る予定 です し、その後 も改組 等が行われがん以外の

専門看護師の コー スがで きる日も遠 くない こ とと思

い ます。 きっ とい っそ う皆 さんを 力づ ける存在にな

っているこ とで し ょう。(看 護学講座 教授)
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卒業にあたって

医学科第30期卒業生 青 山 藍 子

卒業 を 目前 に6年 間を振 り返 る

と、5年 生 か ら始 ま った臨 床実習

の こ とば か り思い出 して しまいま

ll帆す。決 してそれまでの4年 間 を無
{融

為に過ごしてきたわけではあ りま

せん。学期末の度に大変だった試

験勉強、剣道を通 しての先輩、仲

間とのつなが りや心身の鍛錬、友人 と過ごした日々

はどれを とっても忘れることのできない思い出ばか

りです。 しかし現場で働 く先生方や患者さんとの関

わりの中で過ごす毎 日は、白分のや りたいことを考

えているだけで済んだそれまでの生活では得難い経

験を、私に与えて くれました。

学力も人間的にも未熟な私たち学生は患者さんの

力になるどころか、むしろ迷惑ばか りかけていたこ

とと思います。しかしそんな私たちに患者さんたち

がかけて くれたのはいつも、『早 くいいお医者さん

になってね』 という言葉でした。それは月並みな

一・言に聞こえるかもしれませんが、治癒することの

ない病を背負いながらも病室で努めて明るく振舞っ

ていた患者さん、術後まだ目の覚めない赤ちゃんの

手をさす りながらそっと涙を流していたお母さん、

たった1日 でいいから家に帰 りたいと眩いていた患

者さんの姿を思い出すと、この言葉の重さ、医師 と

いう職業の果たすべき務めの大きさを感 じずにはい

られません。そしてろ くに食事を取る時間もとれな

いほどの激務をこなしながらも、いつも患者さんや

他の医療 スタッフに嫌な表情ひとつ見せずに接 して

いた先生方の姿は、この先決 して忘れることのない

師の姿 とな りました。 この先生方が多 くの人々の生

きる支えになっていることを患者さん自身の声から

知 りました。

この春、私たち第30期卒業生は臨床研修医 として

社会に出ることにな ります。 これまでの学生 という

守 られた立場から、全ての判断、行動に責任 と人間

性が問われる厳 しい立場になります。数多 くの困難、

挫折を経験することと思いますが、私にかけがえの

ない6年 間を 与えて くれた母校、二浪を許 してまで

医師になる道を応援 して くれた両親に恥 じることの

ない、社会に貢献できる医師 となるよう、これから

も精進していきたいと思います。

「 一 一 一 一 一 一7. コ

医学科第30期卒業生 祝 原 賢 幸

私が医師を志 したのは、巾学生

の時。

小学生の頃か らお世話になって

いた小児科医への、単なる憧れ。

*****

行 きつけの小児科医に 「関取に

させるつもりか!?」 と母親が言わ

れるムチムチ乳児。卒園式で 「給

食を残さず食べたで賞」を頂く大食い幼児。道路脇

に駐車してある自動車(ペ ンッ とか…)に 泥だ ら

けのサ ッカーボールを何度も蹴 り付け、建設中のマ

ンシ ョソに侵入してセメソ トに靴跡を残 し、 よそ様

の家の庭で基地作りに励み、親を謝罪マシーンとさ

せる小学校低学年生。ヴ ェルデ ィ川崎の三浦選手

(カズ)み た くブラジルにサ ヅカー留学するぞ!と

意気込みつつ、廃屋での基地作 りを続ける小学校高

学年生。所属する演劇部で最高のお爺さん役 と賞さ

れ(?)、 初恋にモガキなが ら夜中繰返 して同じ曲を

聴き続けるニキビ面の巾学生。何度も溺れながら練

習 して初めて クロール ・平泳ぎができるようにな

り、焼肉屋でバイトしながら、苦手な数学を呪って

いる高校生。入学数ヶ月後、嘗ての師範の他界をキ

ッカケとして剣道部の門を再び叩き、国家試験対策

委員長であ りながら、国家試験中も札幌のホテルで

竹刀を振る大学生。

*****

そんな 「彼ら」が、曲がりなりにも今こうして医

学部6年 間の終 ∫を迎えている。

そんな 「彼ら」でも、ひとの健康をサポー トする

医師 という職に間もな く就 く。

医学部6年 間、全ての始まりが 『憧れ』。

全てを支えたのが 『あこがれ』。

全てを今後連綿 と続かせるのがrア コガレ』。

だから、

『憧れ』を見守って下さった方々に感謝!

『あこがれ』を共に追いかけた仲間に感謝!

*****

将来rア コガレ』を抱いて くれる子供たちのため

に、いざ日

一5一



医学科第30期卒業生 佐 藤 剛

よく6年 間は早い という。確 か

にその通 りだった。 しか し、私に

は早いな りに1年1年 を全力で過

ごしたという満足感 と重みがある。

入学試験の緊張は今 も忘れない。

セミナー室の前を通ると面接を鮮

明に思い出す。当時の絶対受かっ

てや る とい う気 合、 医師にな りたい という原点を。

進級試験 期間中はセ ミナー室 の前に行 くこ とで当時

を思い出 し勉 強のモチベ ーシ ョンを上げた ものだ。

そ して、6年 間本気 で取 り組 んだ部活動は宝だ。

私はア イスホ ヅケー部 だった。 アイスホ ヅケー部 に

対 す る大 方の 印象 は こんな感 じだろ う。「そんな部

活あ ったの?」 か ら始 ま り、「夏はや っているの?」

とい うくらいの もの。 ドソマ イ ッ!で も中 にはほぼ

全試合応援に来 たサポーター的存在 もい る。実際は

年中練習 している。陰 なが ら東医体2連 覇 した こと

を宣伝 、 とい うよ り単 なる白慢 をさせて頂 く。6年

間で1番 多 くの時間を部活動で過ごした。お互いを

尊重する、同じ目標に向かって努力する、(時 には

根拠な く)自 分たちを高める。東医体では勝利への

期待、逃げ出した くなるような緊張感、負ける悔 し

さ、歓喜の涙 一 ・。 これ らの思い出はおそ らく学

生時代にしか味わえない一生の宝であり、教訓であ

る。

また、障害者ホ ッケー=ア イススレッジホッケー

との出会いも印象的だった。代表チーム合宿の手伝

いをした時の こと。選手たちは日本の誇 りをかけて

懸命にプレー していた。足に障害があるとは思えな

い高い技術だった。障害者への偏見が一つな くなっ

た気がした。

こうして振 り返って思うのは、私の場合は部活動

だったが、何をするにせよ(注:医 学の勉強 ・実習

を頑張るのは当た り前 として…)何 かに本気で取 り

組んだことは最高の糧になると後輩の皆さんに強 く

言いたい。

最後 に自分を入学 させて くれた大学 「旭医!」、

支えてくれた両親や親戚、実習等でお世話になった

先生、学校関係者の皆さんへの感謝の気持ちは6年

間忘れたことはない。今後はその気持ちを全力で還

元 していきたい。
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欝難ll!繕1鱒轍瞬幽 麟態 一

看護学科第9期 卒業生 飯 野 か なえ

合格発表で自分の受験番号を発見

した日から、 もう4年 の歳刀が経過

した。「大学生になっちゃうよ一!!」

と、母に驚 きと喜びの大声をあげた

日が昨 日のことの様に感じる。あの

頃の自分には、春からの大学生活へ

の夢や希望、期待で満ち溢れていた。

大学生は遊んで暮 らす という勝手な思い込みがあっ

たのだ。しかし、実際の4年 間の私の大学生活を振

り返ってみると、これ といって派手な思い出はない。

想像していたような華やかな生活はな く、早 く卒業

したいとさえ思っていた。

しかし、今この原稿を執筆するにあた り、改めて

この4年 間を思い起こす と、私が退屈だ と感じてい

た4年 間は、私に とってかけがえのない4年 間であ

ったと感 じることができる。私が大学生活を終 える

ことができるのは、多 くの人の支えや助けがあった

か らである。知識 や技術 を授 けて くだ さった教員や

実習先での患者様、 スタ ッフ との 出会 いは、今後の

私の人生 に とって重要 な糧 となるだ ろう。実習にお

いて、悔 し涙 を流 したこ とも、感動の涙を流 した こ

とも、 ともに私 を成長 させて くれた。 また、私がつ

らかった ときに、励 まして くれた友人たちには、本

当に感謝 している。彼女たちのおかげで、私 は笑顔

でい られた。 そして、22年 間ず っ と1番 傍 で私を支

えて くれた 両親には、感謝 して もしきれない。 あん

なに望んで いた一人暮 らしも、 いざ決 まってみる と

寂 し くてた まらない。淡 々と過 ご して きた毎 日が、

こんな にも愛お し く感 じるとは思 わなかった。

この ように細 か く4年 間を振 り返 ってみ る と、 ど

の思い出 も私に とってあたたか く、重要な ものであ

った。春か らの新生活 に寂 しさや不安はあ るが、期

待 もあ る。 ただ、変 わ らないのは、 これか らも私 は

た くさんの人に支 え られ て生 きて い くとい うことで

あ る。 人への感謝の気持 ちを忘れずに、 これか らは

私が誰かを支 え られるよ うな人 にな りたい。

みなさん、今 まであ りが とうごさい ました。 これ

か らもよろ しくお願い します。

…===丁 一 一]

。.鱒麟 離舞騨麟

看護学科第9期卒業生 井 上 朋 美

国家試験 を終 えて少 しほっ とした

ところで改めて卒業す るこ とを考 え

る と、た くさんの思 いが込み上げて

きます。 もうお別れだ と思 うと、学

校への道 の りも、凍 える寒 さも、近

くの コンビニ も、 当た り前で何気な

いすべてが愛 しく思 えて きます。

部活勧誘の先輩達の勢いに圧倒されながら校門を

くぐった日から、あっという間の4年 間でした。看

護師さんの後を追いかけてその 日見たことを記録す

ることで精一杯だった1年 生、初めて患者さんを受

け持ち、迷いながら看護について改めて考えた2年

生、地域に出て病棟 とは違う看護のかたちを知った

3年 生、求められることも高 くなる中で長い実習期

間を仲間と共に乗 り越えた4年 生。4年 間の実習を

振 り返ってみると、少しずつ成長 してきた自分 と、

た くさんの患者さんや家族、看護職の方に出会うこ

とができた喜びを感 じることができました。そして

何より、4年 間の学校生活で得たかけがえのない宝

物は、ずっと一緒に頑張ってきた同期のみんなです。

国家試験の会場で久 し振 りにみんなの顔を見て、声

を聴いた時、言葉では言い表せないほど大きな安心

感を覚えました。1人 だったら、あの長い戦いは頑

張れなかったと思います。4年 間ずっと一緒に頑張

ってきた仲間は、知らない間に、私にとって心の よ

りどころになっていました。それぞれ入学までのい

きさつは違うとは思いますが、この年代に生まれ旭

川医科大学に入学してみんなに出会えたこと、本当

に良かった と思っています。

卒業するにあたって、 ここには書ききれないほど

の感謝の気持ちでいっぱいです。いつも熱心に指導

して くれた先生方、共に笑い辛い時も励ましあって

多くのことを乗 り越えてきた友達、何でも話せてい

つも元気をもらっていた部活の仲間、そして私の選

んだ道をいつだって応援 して くれた尿族その他支え

て くれた多 くの方 々に心の底から感謝 しています。
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灘雛 纈鱒購購 鷲

医学科第1学 年 西 條 正 二

旭 川医科大学 の合格 を知 った

時、ずっとどこか遠いものにある

気がしていた大学生になるという

ことが現実のものになって、喜び

や期待、不安以上に何か複雑な思

いがしていました。早いものであ

れからもう一年がた とうとしています。振 り返って

みればこの一年はいろいろなことがあったけれど

も、白分の価値観が大きく変わり、いろいろな意味

で 自分を成長 させて くれた充実 したよい一年 で し

た。

入学当初抱えていた思いは先輩方がすすんで話し

かけて くれ、よい友人にも恵まれ、次第に霧散して

いきました。また部活やアルバ イト、試験勉強 とい

った毎日の忙しさは浪人時代の模試の 口々とはまた

質の違 った良い刺激 とな りました。

勉強に関 しては、今までとはまった く違った学び

方だ と思いました。今までの勉強は 自習したことを

元に考えて試すことの繰 り返 しだったのですが、大

学の勉強は日々新 しいことを取 り入れていく必要が

あ り、今学んだことが実際の医学その ものなんだ と

いう新たな感動がありました。

特に前期の早期体験実習では実際の医療現場で患

者さん と話 し、医学の勉強 を始めることへのモチ
ベーシ ョソが高まりました。後期の組織学実習では、

それまで勉強 してきた 「生物」 という学問から初め

て 「医学」 という学問が始まり、 自分がどんどん医

療の世界に近づいているという実感が湧いてきまし

た。また一年を通 して履修 した医学チュー トリアル

は、今までの自分で考えて解答を創 り出す学問 とは

異なり、いかにしてその場で自分が思いついたアイ

デ ィアを他の人に分かってもらえるか、そ して、他

の人の考えをその場でどのようにして理解し取 り入

れるかという、医療に限らず社会で生きてい く上で

重要なスキルを学習することができたと思います。

私には自分に足 りないと思うところが多く、医療

現場に出るまでにもっと社会性を身につけなければ

ならないと考えていますが、同時に大学にはそれを

学ぶための環境が用意されていると思います。これ

からも日々の学習を通してそれを学んでいこうと考

えています。

_=======二 二_______二===コ

医学科第1学 年 坂 本 鉄 志

まだ雪の残る旭川、凛 としたは

りつめた空気の中、入学式の会場

へ急ぎ足で歩いていた 自分が思い

出されます。桜が満開の東京から

きて もう一年が過 ぎようとしてい

ます。

合格発表 日、その日は間違いなく自分の人生の中

で大きな転機の 日。一度大学を卒業 した私にとって

二度目の大学生活の始ま り。医師になろうと決意し、

家族を含め多くの人に迷惑をかけ、そして支えられ、

紆余曲折の果てにたどり着いた入学式の会場。部活

勧誘の先輩方で一杯の風景は、暖かく懐かしい景色

でした。

同期には私 と同じように一・度大学を卒業し、再入

学した人。そして自分より ・回り若い世代達。 どう

友人関係が築けるか不安 もありましたが、よき友人

にめぐり合えたような気がします。

想像 していた大学生活とは違い、部活動に精を出

した一年でした。医大祭、夏休み、東医体、熱気の

こもる灼熱の体育館。そして冬休み、極寒のカムイ

スキーリンクス。自分のできる範囲の中ですが精一

杯や りました。

旭川医科大学は先生方が とても親切で勉強する環

境 としてはとてもいい環境でした。 一年生 というこ

ともあってこの一年で勉強した事はまだ医学のほん

の一握 り、これから学ぶべきこと体験すべきことが

私を待っています。それでもこの ・年で医師に少し

でも近づけたということは喜びです。医学を学ぶ上

で自分が今まで勉強 してきたことはどうすればいき

るのだろうか、一年考えましたがうまく答えは出て

いません。これは私にとって今後の課題です。

充実 した一年にしたい と考え無我夢中で過 ごした

一年だった と思います
。それでも出来たことより出

来なかったことのほうが多く、時間だけはいつも足

りません。そうこうしている間にまた春が来 ます。

新たな出会いが待っています。新入生も入ってきま

す。この一年いろいろな人に支えられ助けられまし

た。私 もまた助けになるよう精一杯頑張って日々を

過ごしたいと思います。
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看護学科第学1年 坂 田 菜 月

春が近 づ き、雪 解けが始 まる と、

一年前 が思い 出され ます。一年前

も、私は ここにいま した。 しか し、

その時 は旭 医生 では な く、 不安 だ

らけの受験生 とい う立場で した。

この大学に入学することができ、不慣れな大学生

活に四苦八苦 していたころの自分を懐かしく思いま

す。医療職への第 ・歩を踏み出 し、「看護 とは」か

ら始まって学び続けてきたこの一年間はとても充実

したものでした。自分の将来に直結する学問だと思

うと、 とても身が引き締まる思いにな ります。看護

学科は1ク ラスで60名 という、比較的大規模な集団

ですが、個性豊かで、また、各々が看護への特別な

思いをもっているように思えます。普段の賑やかな

様子も講義では真剣そのもので、各々が切磋琢磨で

きる良い場に恵まれた と思います。大学 に入 り、

様々な出会いを経験 し、人との結びつきというもの

の大切さを学んでいると実感している日々です。

今年度は看護学科1年 生の実習が例年より早い

時期に行われました。 この半年間で学んだ数少ない

看護技術で何かできることがあるだろうか、また、

自分が看護援助を行 った患者さんはどのような思い

を抱 くのだろうかと不安 と期待が入 り混じったまま

実習を迎えました。実際に病院で実習を行 うと、わ

からない病名や臨床用語ばかりで、自分はまだ医療

職への道の初歩の初歩にいるのだ と痛感しました。

そのような実習ではありましたが、多くの患者さん

と出会い、看護を通 して過ごした 日々はとても貴重

であ り、また忘れられない一週間 とな りました。

実習やレポー トに追われ大変な日々もあ りました

が、一年があっという間に過ぎていきました。来年

度は、 もっと多 くのことを学ぶことになると思いま

す。今後は、この一年間で学んだことを土台として

来年度に活かすことができるように、より積極的に

勉強に励んでいきたいと思います。残 りの二年間 も

あっという間に過ぎ去っていくと思いますが、充実

した大学生活を送っていきたいと思います。

L___二 二=====_一
'「

雛

照 曝
L恥bb圃

看護学科第1学 年 中 内 繭 子

早いもので、4月 に入学 しても

う1年 が経 とうとしています。入

学当初は、初めてのことばか りで

不安な 日々を過 ごしました。大学

の部活動が どのようなものなのか

もわか らな く、勉強 もこれか らどんな勉 強を してい

くのか、 どれ くらい大変なのか、先生は どの ような

人たちなの か と疑問だ らけで した。毎 日が新 しい こ

との連続 で、夏休み までの3ヶ 月間は怒 涛の ように

過 ぎていきま した。楽 しい こ ともた くさんあ りま し

たが、辛 かったこ ともあ りました。それは、パ ス通

学 という実家生の悩みです。私の家か ら大学 まで行

くに は、 バ ス を乗 り換 え して約50分 か か りま し

た。一 辛 か ったです。何 度 も くじけそ うに、 また、

心が折れ そ うにな った こ ともあ りま した。(今 は、

大丈夫。)

夏休 みを終 えて待 っていたのは、大学 で初 めての

テス トで したが、見事に泣 きを見ました。それによ

り、後期は、絶対に失敗 してなるものかという大い

なる野望が芽生えました。 この悔 しさは、後に私を

強 くさせて くれた と言っても過言ではあ りません。

そのあと、初めての実習が待っていました。実習を

通 して、これからの自分なりたい看護師像が見え、

学習へのやる気や 目標ができました。

そして、あっという間に冬休みになりました。去

年は受験だった ということもあり、静かな落ち着い

た冬を過ごしていましたが、今年は大学でできた友

達 とワイワイと楽しい冬を過ごすことが出来たと思

います。冬休みが明けると、すぐに後期試験期間に

入 りました。後期は、前期の反省を活かし、何とか

乗 り越えることが出来ました。一緒に頑張っている

友達や先輩方 と励まし合いながら最後まで頑張 りぬ

くことが出来ました。

こんな風に私の大学1年 生が過ぎていきました。

この1年 を通して、将来の目標や大事な仲間を見つ

けることが出来ました。2年 目はテス トや実習もよ

り大変にな り、忙しくなると聞いています。1日1

日を大事に頑張 りたいと思っています。
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平威19年 度 1年 のあゆみ

入学式4月6日(盆)

医学科入学者90名
看護学科入学者60名
看護学科3年 次編入学者10名
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第32回 匪 大 祭

6月8日(盆)・9日(土)・10日(日)

籔蕪
『蟄房壷」

▲模擬店

第54回 北海道地 区大学体育大会
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平成19年 度 1年 のあゆみ

外国人留学生

更季交流事業
8月3日(霊)

<バ スケ ッ トボ ー ル

ソ フ トボ ー ル レ

体育大会
8月29日(水)

サ ッカー レ

<バ レー ボ ー ル

匪学科第2年 次後期

■入学生入学式(10名)
10月1臼(月)

▲室内合奏団

学位擾与弍3月 器日(火)

医 学 科
看護学科

名
名

慶
U

∩
U

O
U

7
1

一

ク リス マ ス コ ンサ ー ト

12月9日(日)・ 箆日(土)

▲ブラスアンサンブル

癬剖俸慰霊弍9月19日(水)

▲合唱部
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本学が薦めている保険の概要は、下記の図のとおりです。

③ 馴晦勲鱒 曲麟 麓轍 齢・'膨タイプ ※3階邸分

傷轡 ・損轡燈償癒2獅 蘭撒 酷針刺し事故を補償

奨学郵 機 て

内容

償

額

補

金

掛釜

加入

の

是非

死亡補償金Aタ イプBタ イプ300万 円

対人賠償Aタ イブ ・Bタ イプ1億 円限度

対物暗償Aタ イプ ・Bタ イプ1億 円限度

感染 予防費用 保 険期間巾50万 円

学生生活の しお りを参照 して ください。

石護学科/医 学 科第1～4学 年 任意 加入

医学科5・6学 年 加入を義務 付けている(臨 床実習

のため)

※学生教育研究災害傷害保険 及び医学 生教 育研究賠償

責任保険(医 学賠)に 加入 している こと。

② 廉辮灘 」騰 糊"縦2階 郁分

内容

償

額

金

補

金

掛

鰍

の
腓

」£謀蝋'・糊 糊 読騨 撫鷹鰯囎汰に少ガをさせた

りボ他汎⑳鰍物な鍵したこ～ヒに鋼り被る濫律上の損梅

賠償登禰償

対人賠償 と対物賠償合わせて1事 故につ き1億 円

6年 間3,000円4年 間2,000円 ※1年 間500円

人学時加入を義務付けている

※学生教育研究災害傷害保険に加入していること

① 学鑑敬鷲融 製轡㎜ ・(掌研災》 ※1階郁分

内容

償

額

補

金

掛金

加 入
の
是非

疎 蝋 撫購 勤嚇鵬鑓離噸及び学校行事中に本人が

繊瀞騨の欝敵穐懸鋤灘嚇舎

死亡補償金

傷害補償金

正課 中2,000万 円

課外活動中1,000万 円

正課 中 治療 目数4日 以上か ら

課外活動中 治療H数14H以 トか ら

入院1日4,000円

6年 間5,400円4年 間3,900円

入学時加入を義務付けている

詳細については、学生支援課学生係にお尋ね願います。

本学では、学生諸君の学生生活及び[常 生活に対 して

肚図のような保険を用意して、加入を薦めております。

①学生教育研究災害障害保険(学 研災)は 、学生生活中

に負った本人の傷害等の保険です。加入を義務付けてお

ります。

②医学生教育研究賠償責任保険(医 学賠)は 、学生生活

中に他人から損害賠償を求められた場合の賠償補償保険

です。加入を義務付けております。

③学研災付帯学生生活総合保険A・Bタ イブは、日常生

活24時間をカバーする傷害保険 と賠償補償保険です。

加入は任意ですが、医学科5・6学 年は臨床実習に備え

加入を義務付けております。

日本学生支援機構は、優秀な学生で経済的な理

由で就学困難な者に学資を貸与しています。

本学では、 日本学生支援機構からの推薦依頼に

基づ き、出願者の種々の条件 を考慮 して選考 を行

い、 日本学生支援機構へ推薦します。ただし、 日

本学生支援機構では奨学金貸与の種別ごとに推薦

基準が定められており、その資格があっても採用

枠の関係で推薦できない場合があ ります。

平成20年 度の募集説明は4月9日(水)午 後5時

から看護学科大講義室において実施 します。希望

者は必ず出席 して ください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学

資の支弁に困難な事情が生じた場合は、学生支援

課学生係に相談して ください。

及 び'

灘雛:

平成20年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納を

希望する学生で、免除基準のいずれかに該当する

と思われる者は、学生支援課学生係にて必要書類

を受け取 り、期限までに提出してください。

免除基準の概要はつぎのとおりです。

○経済的理由で授業料納入が困難であ り、かつ学

力優秀 と認められる場合

○授業料納期前6か 月以内において学資負担者が

死亡、又は風水害等の災害を受け、授業料納付

が著 しく困難であると認められる場合

なお、このことについては、公用掲示板にも掲

示 してありますので確認 して ください。

また、不明な点は、学牛支援課学生係に問い

合わせ願います。

申 請 期 限 在学生 平成20年3月31日(月)

新入生 平成20年4月9日(水)

※授業料滞納者の授業料免除申請は、受理できま

せんのでご注意 ください。
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授業料を2期 滞納 し所定の期 日までに納入 されな

い場合には、除籍 とな ります。

この取扱 いは、平成17年 度か ら適用 されてい ます

ので、平成20年4月1日 において授業料 を2期 以上

滞納 している場 合、平成20年9月30日 をもって除籍

とな ります。

以後授業料納期である6か 月ごとに適用されます

ので、授業料の支払計画をきちんと立てるようご留

意 ください。

(学生支援課)

(源 賦 セ:クシψ 蝋 撫 燦 繋麟 ……1…灘…1…鱗li……　:灘翻

学生等のセクシャル ・ハラスメン ト相談員

学生等のセクシャル ・ハラスメン トの相談員は次

の方々です。

任期は平成21年3月31日 までとなっております。

☆一般教育 松 岡 悦 子(社 会学准教授)

☆基礎医学 清 水 恵 了(法 医学講座教授)

☆臨床医学 田 中 達 也(脳 神経外科学講座教授)

☆看護学科 阿 部 修 子(看 護学講座准教授)

☆保健管理セソター

川 村 祐一郎(保 健管理センター准教授)

藤 尾 美登世(保 健管理センター保健師)

新入生歓迎実行委員会

皆さん、ご入学おめでとうごさいます。我 々、新

歓委員は右 も左もわからないであろう新入生の皆さ

んのために新入生歓迎合宿 というものを用意 してい

ます。 日程 としては、入学式の翌 日からなので4月

5日(⊥)、6日(日)に 行います。気になる内容につ

いてなんですが、まず、学内では大学見学、部活紹

介、出店 といった行事があ ります。ひとつずつ補足

していきます と、大学見学では一年生で使う教室な

どを私たちが案内します。部活紹介はその名の通 り

数多 くある部活が皆さんを勧誘しようと趣向をこら

した部の発表をして くれます。出店 というのは部活

などに自分のメールア ドレスを教えた りする感 じで

すね。そこで沢山の部活に書いてお くと後々いいこ

とがあるかもしれませんよ??

続いて、ホテル 「ときや亭」に場所を移動 します。

そこでは、みんなで食事 した り盛 り上がったりと新

入生同上の距離がぐっと縮まること請け合いです。

また、大学よりもさらに積極的な 「乱入」 という部

活の勧誘があるので気になる部活にはどんどん顔を

出してみて ください。

ここで書いただけではどんな行事かまだつかめな

いということも多いでしょうが、この新歓合宿に参

加 した ことが きっかけで仲の良い友達を見つけた

り、自分にあった部活を決めたりした先輩も沢山い

るようです。参加して後悔させることのないように

我 々新歓委員は入念

に準備を してきまし

た。ぜひ参加 して旭

川医科大学 での生活

を楽 しい もの にして

ください!!
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学生団体の 「継続届」「設立届」の提出について

平成20年4月 以降に学生団体活動(部 活)を 継

続する団体の責任名は、4月 中に 「学生団体継続

届」を学生支援課学生係に提出して ドさい。なお、

継続届を提出 しない団体は活動を停止 したと判断

し廃部とします。

また、新規に学生団休の設立を希望する学生は

4月 中に学生支援課学生係に1学 生団体設立届」

を提出して ドさい。なお、設立届の提出時に活動

内容等に関する説明を求め る場 合があ りますので

r活動内容が同じ様な団体がある」等、安易な団

体設立は避けて下 さい。 各届出用紙は学生支援課

にあります。一
H20.3.1昇1「 医 学 部 内 科 学 講 座(循 環 ・呼 吸 ・神 経 病 態 内 科 学 分 野)准 教 授 佐 藤 伸 之

Il20.3.171f「 病 院 臨 床 検 査 ・輸lnL部 准 教 授 紀 野 修 ・

体育 館更衣室(シ ャワールーム)に ついて

131号 でお知 らせ して お りました、体育館の更衣

室 の物品の 人替えが2月14日(水)に そ」われ ま し

た。 ここは 、体育館 を始 め とす る運動 施設 を利 用

す る 者が着替 えをす るための 更衣室 であ り特定 の

学 生団体や個 人が 占有す る場 所で は無 いのは もち

ろんの こ と、勉強 す る場所 で も食事 をす る場所 で

も無 いこ とをあ らためて お知 らせ します。

今後は、定期的 に清掃 す るこ ととしました が、

利用 者は 当然、清潔 に利 用す るこ とと思 い ます。

以 前 と同 じように私物 を放置す る状態 が 見受 け ら

騨

れ れば利用制限 を考えなければ な らないか もしれ

ませ ん。 最近は大学 内が色 々 と改 修 されて きれ い

になってお ります が、利 用 者が だ らしない とす ぐ

に兀に戻 って しまうで しょう。 こんな心 配 を しな

いで済む ように清潔な利用 を心がけて くだ さい。

なお、4月 よ り体育 館2階 トレー一ニ ングルーム

及 び体育館 更衣室(シ ャワー ルーム)は 体 育館 と

同様 に夜22時00分 か ら朝6時OO分 までの問 は施錠

されますので利用時間を厳守 して くだ さい。

学 生支援課
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